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	１　危害要因・ばく露実態の評価に必要な科学的知見の集積
	１　研究事業
	（１）食品媒介疾患の原因となる微生物等病原体に関する研究
	①　微生物等病原体（特に、近年患者数が多く公衆衛生上重要なノロウイルス）に汚染された食品によるヒトの健康影響評価を実施する上で必要となる、微生物等病原体の検出方法の確立やヒトへの病原性に関する疫学情報、ヒトへの感染経路において食品が寄与する割合や原因食品・食材別の寄与率を明らかにする研究を実施する。

	（２）食品中の微量化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する研究
	（４）薬剤耐性菌の特性解析に関する研究

	２　調査事業
	（２）食品中の微量化学物質・汚染物質のばく露と健康影響に関する調査
	食品中のカドミウムの健康影響に係る科学的知見（疫学調査、ばく露量、体内動態、毒性等）に関する調査

	（３）アレルゲンを含む食品のリスク評価に必要な知見の収集に関する調査


	２　健康影響発現メカニズムの解明
	１　研究事業
	（１）微生物・かび毒等による健康影響発現に関する研究
	食品健康影響評価の際、知見が限られていることから新しい知見を収集する必要があるとされたモディファイドマイコトキシンの代謝、毒性又は分析に関する研究を実施する。

	（２）食品中の微量化学物質・汚染物質のばく露実態と健康影響発現に関する研究
	食品中の無機ヒ素、メチル水銀、鉛等のばく露による健康影響発現メカニズム（体内動態を含む）を明らかにするための研究を実施する。



	３　新たなリスク評価方法等の確立
	１　研究事業
	（１）in silico手法を用いた評価方法の確立に関する研究
	（２）確率論的評価方法に関する研究
	ベンチマークドーズ（BMD）法について、最近の国内外の動向を踏まえ、食品健康影響評価における具体的な適用方法及び実施上の留意点に関する研究を実施する。

	（３）農薬の毒性評価に当たって有用な試験の再検討に関する研究
	（４）食品用器具・容器包装に用いられる化学物質の評価法の確立等に関する研究

	２　調査事業
	（１）今後の微生物等病原体のリスク評価の検討に関する調査
	微生物等病原体について、最新の知見の整理及び現状の課題を明らかにするため、国内外におけるヒトへの健康影響に係る知見及びフードチェーンにおける対応状況とそのリスク低減効果等に関する知見について調査を実施する。



	４　その他
	（１）研究者からの提案に基づく研究
	上記に掲げる研究課題以外の食品健康影響に関する研究について幅広く若手も含む研究者からの提案を求め、その中からリスク評価に有用な研究課題を採択し、研究を実施する。

	（２）その他食品健康影響評価に関する研究・調査
	上記に掲げる研究課題の他、食品安全委員会が必要かつ緊急性があると認める課題について研究・調査を実施する。





